
ケージフリー宣言とは、自社で使用する卵をケージフリー（平飼い、

放し飼い、または放牧や平飼いの規定がある有機認証）のものに切り

替えることを、消費者に約束することであり、その期限を区切ること

で生産者の設備交換を応援できる仕組みです。

採卵鶏のケージフリーポリシーが世界中の企業で出されています。実

はそれほど難しいことではありません。スーパーマーケットの平飼い

設置率は増加し、とくに都市部の平飼い取扱量は着実に増加していま

す。日本でもケージフリーの生産者は増加しており、需要が増えると

わかれば生産は自ずと追いつきます。

あなたの企業もこの流れに加わりませんか？

ケージフリーポリシーは地域、または企業ごとに規定することができます。

消費者に約束する内容：

適用される地域

ケージフリーに移行完了する予定年月日

ケージフリーの対象となる卵の範囲

グローバル企業の場合は以下も明確にする必要があります。

進捗状況に関する年次報告を行う旨の約束

他の言語での公開の約束

上記の内容を、一般の消費者が容易にアクセスできる場に公表すること（企業のウェ

ブサイトへの掲載を推奨）、またはアニマルライツセンターに対しケージフリーポ

リシーを採用することを回答すること（公表させていただくことが前提となりま

す）、またはメディアにむけて公表すること。
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ケージフリー宣言

ケージフリー宣言または内容についての問い合わせは下記連絡先へお願いいたします。

認定NPO法人アニマルライツセンター
https://www.hopeforanimals.org/cage-free-or-egg-smart/
Email：animalrights@arcj.org
電話：03-3770-0720
FAX：03-4540-4049

完全なケージフリー

自社製品のケージフリー

加工卵を含むケージフリー

殻付き卵のケージフリー

自社で製造する料
理や製品の原材料
に含まれる卵

自社が販売する他
社製品に原材料と
して含まれる卵

自社で使用する

殻付き卵

自社で使用す

る加工卵


